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徳島小松島港

1. 概況

　徳島小松島港は、四国東部の紀伊水道沿岸のほぼ中央に位
置し、背後には徳島県の政治・経済・文化の中心地である徳
島市（人口約25万人）及び小松島市（人口約4万人）を擁し、
古くから大阪、神戸など近畿経済圏との結びつきが強く、本
県の海上交通の要衝として重要な役割を果たしている。
　昭和39年1月徳島地区が新産業都市に指定されたのを機
に、同年3月小松島港と徳島港を統合して設立された重要港
湾であり、現在も小松島港区と徳島港区に大別される。
　徳島県の総合的な流通港湾として高質な港湾空間の形成を
めざし、「世界に開かれた、活気と賑わいあふれた徳島小松島
港」を基本理念に整備を進めている。
〈徳島港区〉
　徳島港区は、新町川河口を中心に発展してきた港で、古く
から本県特産の藍玉・塩・煙草等の回漕が盛んであった。昭
和21年に河口部両岸に防砂導流堤が完成し、中洲、万代地
区から末広、沖洲地区へと順次下流へ向けて船舶の大型化に
対応しつつ整備が進められてきた。昭和46年には津田地区に
木材団地の造成が完成し、現在では大型木材船の係留施設も
整備されている。
　昭和61年からマリンピア沖洲第1期事業の建設に着工し、
港湾の整備、 産業基盤の整備及び都市環境の改善のため
115.6haの土地造成を進め平成5年に竣功した。また、フェ
リーの大型化に対応し、複合一貫輸送の充実・強化および大
規模地震に備えた海上輸送能力の強化を図るため、–8.5m耐
震強化岸壁を有する複合一貫輸送ターミナルを平成27年12
月に整備した。
　さらに、平成17年からマリンピア沖洲第2期事業の建設に
着工し、四国横断自動車道本線及び海陸交通の結節点となる
インターチェンジの用地等の整備を順次進めている。
　また、万代中央地区においては，船舶の大型化に伴い港湾
拠点が沖合展開し物流機能が著しく低下したことから、機能
転換を図り、水辺の倉庫群という景観を活かして、港湾施設
の新たな利活用を行うことで、地域活性化・観光振興につな
げることを目的に、官民連携で「にぎわい空間」の創出に取
り組んでいる。
〈小松島港区〉
　小松島港区は、神田瀬川河口を中心に発展してきた港で、
明治32年から港の整備が始まり、大正2年に小松島と徳島と

の間に軽便鉄道が敷設され、船車連絡体制が整ってからは大
いに賑わった。
　大正2年には1,000トン級の汽船が、また、大正12年から
昭和9年にかけて築港された本港地区では3,000トン級の船舶
が係留可能となり、昭和23年には開港場に指定され、昭和
26年には重要港湾に指定された。
　その後、本格的な改修工事が進められ昭和35年には本港
地区に岸壁（ –9m）1バースが、昭和43、48年には金磯地区
に岸壁（ –9m）1バース、（ –11m）1バースが完成した。
　赤石地区においては物流需要の増大及び船舶の大型化に対
応し国際流通機能を充実させるため平成7年2月からふ頭用
地、港湾関連用地及び緑地の整備に着手し、平成13年7月に
は公共岸壁としては県内最大となる4万トン級岸壁（ –13m）
1バース、平成18年4月には岸壁（–10m）1バースが供用され、
平成16年4月には防災拠点として緑地（多目的広場、野球場）
が供用開始された。また、平成23年3月には「本県の新たな
国際物流の拠点」として、四国最大級のガントリークレーン、
総面積7.6haのコンテナヤードを擁する「徳島小松島港コンテ
ナターミナル」が赤石地区に完成した。
　本港地区では、平成11年にフェリー航路が移転し、利用
が低下した当該地区の活性化を図るため、市民、行政、学識
経験者、行政の協働・連携による港湾活性化の取組みが展開
されている。
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